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典の﹃源氏物語﹄と明らかに異な 事象が存在している。物語には見られない和歌が組香の証歌とされて り、物語にはない言葉が聞きの名目に使われていたり、巻の順序が違っていたり、重要な場面での登場人物に欠落があったりと、必ずしも忠実な物語の再現はなされて ないのである。しかし、組香考案者やそ 後継者によっ 、安易な物語の内容改編が行われたとは考えにくい。
香道の歴史を顧みると、 その創成に関わった人に連歌の関係者が多いことが注意される。一方、 連歌の隆盛にともない、 源氏物語の言葉︵源氏寄合︶
を用いた句が多く詠まれるに至り、その教則本として﹃源氏 ﹄の梗概書 機能し 事実が知られている。これらのことから、 ﹁源氏千種香﹂も原典の物語を直接の 拠としたのでなく、 ずれかの梗概書を経て考案されたものなのではないか、という考えに至った。
そこで、巻順の異同を手がかりに梗概書を調査したところ、中世から近世にかけて最も流布したといわ る﹃源氏小鏡﹄のそれとほぼ同じである


















て知られるところとなった ﹁源氏香﹂ が有名で、 香会でもよく行われるが、﹁源氏千種香﹂の興行はあまり聞かない。筆者は香会で実際にその組香を体験した時、物語の内容とは関連を持たない﹁源氏香﹂よりも、はるかに原典の ﹃源氏 ﹄ と深く関わった組香であることを知った。しかし、個々の組香を精査してみ 、原典の﹃源氏物語﹄と明らかに異なる事







中世から近世にかけて最も流布したといわれる﹃源氏小鏡﹄ ︵以下﹃小鏡﹄とも略称︶のそれとほぼ同じであるこ に気づい さらに﹃源氏小鏡﹄の第一系統︵古本系︶第一類京都大学本︵伝持明院基春筆。以下古本系京都大学本と略称︶
︵
?︶の記述に、 ﹁箒木香﹂の証歌や、 ﹁玉葛香﹂ ﹁梅枝香﹂
﹁若菜香下﹂などの組香内容との共通点が見出された。本稿では、 ﹁源氏千種香﹂における﹃小鏡﹄受容の一面を指摘し、 ﹃小鏡﹄ 諸本と比較しつつ、中でも古本系京都大学 統が﹁源氏千種香﹂の依拠本であ可能性を探りたい。
まず第一章で、 ﹃香道蘭之園﹄の成立の経緯と﹁源氏千種香﹂の概要













































































































































に生まれ、延享四︵一七四七︶年十月に六十八歳で亡くなっている。伊賀上野の人で はじめ飯束氏を名乗ったが、のちに母方の実家菊岡家に養子に出され、名を房行とした。その後、養父 行尚に実子が誕生したため、自ら望んで江戸へ出て神田に居を定め、売薬︵一説 は経師︶を家業とした。俳諧を内藤露沾
︵
??︶に学び、俳諧師として活動するかた





















る。雅楽や能楽 よう 世襲の家芸の家では﹁一子相伝﹂が貫徹されてきたが、茶の湯、立花、香道など、遊 というジャンルに括られるものの多くは、当初﹁完全相伝﹂の形式をとっていた。
本書の成立に関して、鈴鹿周斎の える所を栗本穏置の意を汲んで整




ともに紹介してもいて、自流のみにこだ る偏狭な流派意識はあまり感じられない。いずれにしても京都・大坂が香道の主流であった時代に ﹃香道蘭之園﹄が江戸で取りまとめら 香伝書であること、さ に、 ﹁源氏千種香﹂が本書にしか見られない組香である と 注目に値すると言えよう。?
???????????
﹁源氏千種香﹂は、 ﹃源氏物語﹄五十四帖のうち﹁桐壺﹂ ﹁夢浮橋﹂を























では第二章で、巻順と、 ﹁箒木香﹂ ﹁玉葛香﹂ ﹁梅枝香﹂ ﹁若菜香下﹂の




現行の﹃源氏物語﹄では、 ﹁蓬生﹂ ﹁関屋﹂の順であるが、 ﹁源氏千種香﹂


















































































































﹁関屋﹂ ﹁蓬生﹂の巻順については、第三系統第二類都立中央図書館本、第五系統京都大学本、第六系統京都大学本が﹁蓬生﹂ ﹁関屋﹂となっており、 ﹁竹河﹂ ﹁紅梅﹂については、 第五系統京都大学本だけが﹁紅梅﹂ ﹁竹川﹂となっていた
︵


































































































































































































































































木七種一包ずつ︵試があるので二包ずつ用意︶と、色と名付けた香木一種七包を、赤と色、紅梅と色、紅井と色というように結び合せ、その二包を打ちまぜてから炷いていく。二炷の始めに色が出たら、 ﹁衣配り﹂という札で答え、例えば赤と色、紅梅と色、あるいは白と色という順序で香が出たら、指示通りの聞きの名目︵答え ことば︶ 、紫の上、梅壺、あるいは明石の上に准じ 、それぞれ﹁紫﹂ ﹁梅﹂ ﹁明﹂の札で答える。香会の連衆 十人制が基本 ︵資料２の補足︶ なので、 札数が多くなる。 今やう・ゆるし・かとり・お くり﹂ 四種 札の打ち方は習いであるとされていて、伝授事であるため、今となってはどのようなも なのか不明である。
いずれにしても、ここでの衣配りは、人物と衣装の色の組合せだけで、






































































かな組香である。薫物合が主題の﹁梅枝香﹂は、香遊びである﹁源氏千種香﹂にとって、とても重要な組香 言えよう。しかし、 ﹁梅枝香﹂には大切な登場人物である朝顔の前斎院が登場し いこと、さら 、薫衣香調合のはずの明石の御方が黒方という取り合せに っていること、この二点が不審である し 問題視されてきた。










































































と梅花が届く。源氏は黒方と侍従、紫の上は黒方・侍従・梅花、花散里は荷葉を一種、そして明石の御方は 衣香 調合する。二月十日 夕暮れに兵部卿宮を判者に の薫物合が行われ、朝顔の前斎院の黒方、源氏の侍従、 紫の上の梅花、 花散里の荷葉 明石 御方の薫衣香が炷かれる。



































































薫物とは、 中国からその調合法が伝えられ、 沈木を主成分とし、 植物性・











に登場する合せ香の名手、朱雀院、公忠朝臣 を挙げて、 百歩の方など思ひえて、世に似ずなまめかしさをとり集めたる﹂ ︵四〇九頁︶薫衣香を、明石の御方に調合させている。また源氏には仁明天皇 よって禁制とされた﹁承和 御いましめの二つの方﹂ ︵四〇四頁︶である侍従と黒方を調合させ、 紫 上 も ﹁八条の式部卿 ︵本康親王 の御方﹂ ︵四〇四頁︶で ・侍従・梅花を調合さ ている。こ 史実上の仁明天皇、朱雀院、八条宮、公忠朝臣と受け継がれた薫物 系譜
︵
??︶をないがしろに
しての、 ﹁梅枝香﹂での人物と薫物との組合せは、甚だ 点 いかぬことであった。しかし明石の上に黒方 当てることと、朝顔の前斎院が登
13 ????????? ? ????????
場しないことの一致を踏まえると、 ﹃小鏡﹄を典拠として﹁梅枝香﹂を考案したのではないかと推測される。
なお、第一系統京都大学本以外の諸本での﹁薫物合﹂は、他の古本系































































































































いづれとなき中に、琵琶はすぐれて上手めき、神さびたる手づかひ、澄みはてておもしろく聞こゆ。和琴に、大将も耳とどめたまへるに、なつかしく愛敬づきたる御爪音に、掻き返したる音のめづらしくいまめきて、さらに、このわざとある上手どもの おどろおどろしく掻きたてたる調べ調子に劣らず ぎ はしく、大和琴にもかかる手ありけりと聞き驚かる。︱中略︱
　
筝の御琴は、物の隙々に、心も
となく漏り出づる物の音がらにて、うつ しげ な めか くのみ聞こゆ。琴は、なほ若き方なれど 習ひ まふ盛りなれば、たどどしからず、いとよく物に響きあひて 優になり け 御琴の音かなと大将聞きたまふ。拍子とりて唱歌したまふ。院も 時々扇うち鳴らして加へたまふ御声 昔よりもい じくおもしろく、す ふつつかにものものしき気添ひて聞こゆ。
右の﹁女御の君﹂は明石の女御であるが、 ﹁玉葛香﹂衣配りのところ



















































を想像する夕霧ゆえに、高まる感興に拍子をとり、唱歌したのではないだろうか。しかし﹃小鏡﹄では、 ﹁ゆふきりの大しやう、みす とにて、御ことはかりとゝのへて、まいりたまふ﹂と言及されるだけで、女楽の場面からは外されてしまっている。 ﹁若菜香下﹂ に夕霧が登場しない は、﹃小鏡﹄における夕霧の存在の矮小化と関わりがあると思われる。
なお、第一系統京都大学本以外の諸本でも、唱歌したのは源氏となっ
ているが︵ただし﹁女楽﹂の記述がない第四系統大阪市立大学本、第五系統諸本、第六系統本を除く︶ 、第一系統宮内庁書陵部本などでは、楽器や花木の記述が一部欠けており、 ﹁源氏千種香﹂と完全には対応しない。詳細は資料５を参照されたい。?????????????????????????????
第二章で、 ﹁源氏千種香﹂の巻順、 ﹁箒木香﹂ ﹁玉葛香﹂ ﹁梅枝香﹂ ﹁若
菜香下﹂ の内容について、 ﹃小鏡﹄ 諸本と比較した その結果明らかになったことをまとめてみる。一﹁源氏千種香﹂ ﹁関屋香﹂ ﹁蓬生香﹂ 、 ﹁竹川香﹂ ﹁紅梅香﹂のならび










た花木は物語と同じであるが 夕霧で なく源氏が唱歌した人物とされていることは物語と異なる。楽器・花木・唱歌者の三点で﹁若菜香下﹂と一致する記述を持つのは、第一系統京都大学本 三 第二類都立中央図書館本・国文学研究資料館本、第四系統神宮文庫本である。以上に検証した﹁源氏千種香﹂の記述と﹃小鏡﹄諸本の関係を表にす
ると、下表のようになる。
下に見る通り、 ﹁源氏千種香﹂が﹃源氏物語﹄と異なる点を持つ巻順、 ﹁箒


















































































































































という見当づけは可能である。具体的な依拠本を絞り込むことは今後の課題 して残るにせよ、現在と異なり誰もが容易に﹃源氏物語﹄の原典を目にすることはできなかったであろうことや、中世・近世を通じて盛んに作られた﹃源氏物語﹄の梗概書の中で﹃源氏小鏡﹄は特に多く愛読されたらしく、加え 香に関わった人には連歌の人が多かったことに鑑みると、 ﹃源氏物語﹄原典から直接﹁源氏千種香﹂が考案されたのではなく、そこに梗概書そして連歌の教則本としても機能した﹃源氏小鏡﹄の介在があったとする想定には、十分可能性があると考えられる。そして﹁源氏千種香﹂が﹃源氏小鏡﹄古本系京都大学本系統かそれに近い本を使って考案された するならば ﹁ 千種香﹂の原型 、が版本によって読ま ように る以前、室町時代 は出来上がっていた、という推測もできるのではなかろうか。
伊井氏は注３前掲書の末尾︵九八一頁︶で、
　﹃源氏小鏡﹄は当初連歌用書の機能を持った書として出現したはずだが、読者の方は巻々の内容を知るダイジェスト版として多分に享受していった。
と述べておられるが、もしも﹃源氏小鏡﹄が﹁源氏千種香﹂の典拠とて機能したのだとしたら それは香 知的遊戯の世界 の﹃源氏小鏡﹄享受であり、源氏文化の世俗化への一役を担ったと言えよう。
本稿で扱った﹁源氏千種香﹂の内容と物語との相違点は、かねがね香
の実技の場で不審視されてきた。これらの相違 何の理由もなく生じとは考え難いことであっ が、本稿は、 ﹃源氏小鏡﹄を直接の典拠としたという想定によっ 、この点を説明 ようとしたも である。
ここで取り上げた五つの事象以外にも、 ﹁源氏千種香﹂と﹃源氏小鏡﹄
との関連を考えさせる問題は存在している。 ﹁源氏千種香﹂の聞き 名






















古本系諸本において、基春本は古形を保ち信頼するに足る善本だと思っている。持明院基 は基信の二男、天文四︵一五三五︶年七月美濃で没した 八十三歳︵公卿補任︶ 。当時の文化人と
19 ????????? ? ????????
して和歌・連歌を嗜み︵新撰莵玖波集に二句入集︶ 、多くの本を書写もしている。 ﹃源氏物語﹄関係について言えば ﹃口伝抄﹄︵宮内庁書陵部蔵︶ ・ ﹃仙源抄﹄ ︵京都大学図書館蔵広橋本・天理図書館蔵︶などの識語にその名が見える。
 
　

















華庵忍鎧による﹃十種 暗部山﹄ ﹃香会余談﹄ 、大坂で 大枝流芳による﹃香道秋の光﹄ ﹃香道千代 秋 ﹃香道滝之糸﹄ ﹃香道軒の玉水﹄が見られる。
︵７︶ ﹁香道家。生没年未詳。正保～延宝頃の人。周斎と号す。初め京都





きない。 ﹂ ︵神保博行﹃香道の歴史事典﹄柏書房、二〇〇三年三五一～三五二頁︶ 。
︵９︶ ﹁生没年不詳。︱中略︱江戸に香道が伝わった初期の香人の代表と



























　﹁絵俳書も﹃綾錦﹄も、 過去にわずかに散在した要素を端緒として、それを自らの編著の糧としたという点で、完全な独創ではなかったにせよ、むしろ見るべきは、それを高度にかつ大衆受けする書として昇華せしめる卓抜な編集能力な である。 ﹂
︵
??︶ ﹁香道の流派で三条西流とも呼ばれる。三条西実隆を始祖とする。流











































立大学本が﹁源氏千種香﹂の依拠本ではありえないことは、後で取り上げる﹁梅枝香﹂および﹁若菜香下﹂において、 ﹁源氏千種香﹂に対応する記述を欠いていることから明らか ある。 ﹁さ﹂ ﹁き﹂はしばしば誤写を起こしやす 文字であり、共通の誤写による偶然の一致と考えられる。 ︵なお︻補記︼参照︶
︵
??︶ 淡交社刊﹃香道蘭之園﹄ ﹁玉葛香﹂翻刻では、 ﹁ いねり﹂となっているが、本稿の底本とした宮内庁書陵部所蔵御所本︵一六三
︱














??︶ 淡交社刊﹃香道蘭之園﹄の﹁梅枝香﹂の解説に 、 ﹁黒方 本来 冬の香﹂ であるから 冬の町に住み ﹁冬 御方﹂ とよ 明石上の作ったものとするこの組香の配慮も 故のないものではない。 ﹂と記されている。
︵



































近代また香道流布あるにおゐて古銘をかりて新作せしめ、印本の異説あり。これらは信ずるにたらず。先 両師 あらたになせる組香をかたく制す。寛永の頃の組香二百余品あり。 に事のたらずと。
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A Quest for Reference Books of  “Genji chigusa koˉ”
TAKEI Masako
The Graduate University of  Advanced Studies,  
School of  Cultural and Social Studies,  
Department of  Japanese Literature
“Genji chigusa koˉ” is Included in Chapters 8 and 9 of  Koˉdoˉ ran no sono (Book of  Koˉdoˉ), that is a text written 
in the early eighteenth century on koˉdoˉ, the Japanese art of  incense. It has more than 200 kinds of  kumikoˉ (games 
of  judging the difference between fragrances) and manners of  koˉdoˉ. This book was edited by Kikuoka Senryoˉ. 
He was a craftsman, writer, and haiku poet.
“Genji chigusa koˉ” has fifty-three kinds of  kumikoˉ. They are all related to The Tale of  Genji. But there are 
some differences between these kumikoˉ contests and the story found in the Genji. The Tale of  Genji was read 
during the medieval and early modern periods in Japan, and many digest versions of  the tale were produced. 
Genji kokagami in particular was read by many people. This book was not only a digest of  the Genji but also 
served as a sourcebook for composing renga. This article deals with some differences between the kumikoˉ games 
mentioned in “Genji chigusa koˉ” and the story of  such contests in The Tale of  Genji. For example, in examining 
‘Hahakigikoˉ’, ‘Tamakatsurakoˉ’, ‘Umegaekoˉ’, and ‘Wakanakoˉ’, I noticed that there are some possibilities that 
“Genji chigusa koˉ” may in fact be based on Genji kokagami. There are six extant variations of  Genji kokagami, 
and “Genji chigusa koˉ” may be connected with the oldest of  these.
The aim of  my thesis is to study the relation of  these incense games to literature, and to show clearly how 
“Genji chigusa koˉ” was influenced by Genji kokagami.
Key words: “Genji chigusa koˉ,” Genji kokagami, digest book, renga poems, kumikoˉ
